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の病理記録から 1981"-'1990年に病理組織学的検査を受け，基底細胞上皮腫 (BCC) ，有林細胞がん (SCC) あるいは MM
と診断された症例のうち大阪府下に在住する例を抽出した。
各症例についで性，年齢，初発から診断までの期間，初診時の大きさ，発生部位，治療，予後，がん登録への届け
出の有無をそれぞれ調査した。全症例449例のうち， BCC は239例， SCC は 174例， MM は36例であり，その詳細は以
下の通りである。
(1) 初発から診断までの期間は， BCC が SCC より長い。初診時腫療の大きさは MM， SCC, BCC の順であった。
発生部位別では， BCC の約60%が顔面に， SCC は約50%が顔面に， MM は足底に30%がみられた。また，調査対象
期間の前半と後半において，露光部発生例の割合に有意な変化はみられなかった。
(2) 治療は， BCC および SCC のほとんどが手術単独で治療され， MM は手術と化学療法の併用療法が約60% に行わ
れていた。
(3) 大阪府下地域別頻度について BCC および SCC は，北部で高く，南部で低かった。この地域差については，各医
療機関の特性，患者の受診傾向を含めてさらに検討する必要がある。











がん (SCC) ，悪性黒色腫 (MM) の449症例を集録して，それらを詳細に分析したものである。
皮膚がん症例の，大阪府がん登録事業に対する届け出率は低く，より確実な集録の必要性が明らかとなった。各皮
膚がんの発生に関する臨床的項目は，他の統計とほぼ一致していた。発生部位の割合の変化による日光紫外線増強の
影響は，未だみられなかった。本研究は，大阪府下における皮膚がん発生の実態と，紫外線の影響を解明する上で地
域がん登録が担う役割と問題点を示しており，将来の比較対照において貴重な資料となりえるもので，学位に値する
と考える。
